
昭和・平成・令和と・・・「流祖」宮城長順先生の
剛柔流空手道を伝承する剛柔会

令
和
元
年
度
総
会
開
催

理事・役員総会

⑴第103号 令和元年７月10日(水)

　

新
緑
の
季
節
令
和
元
年
５
月
25
日
（
土
）
常

任
理
事
会
・
26
日
（
日
）
理
事
・
役
員
総
会
が

両
日
に
わ
た
り
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）
Ｂ
・

Ｃ
会
議
室
に
て
14
時
よ
り
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
、
剛
柔
会
宇
治
田
栄
蔵
会
長
よ
り
剛
柔

会
を
支
え
て
頂
い
て
お
り
ま
す
役
員
の
方
々
の

多
く
の
ご
出
席
で
本
日
開
催
で
き
る
こ
と
に
会

長
と
し
て
光
栄
に
思
い
ま
す
。
今
般
会
の
運
営

の
要
で
あ
り
ま
す
理
事
長
並
木
知
徳
先
生
が
、

日
本
武
道
協
議
会
よ
り
武
道
界
の
最
高
の
栄
誉

で
あ
り
ま
す
日
本
武
道
功
労
章
が
授
与
さ
れ
、

３
月
21
日
（
祝
）
に
祝
賀
会
が
催
さ
れ
会
よ
り

多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
改
め
て
感
謝
と
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
６
頁
に
記
載
）
会
長
で

あ
る
私
は
、
統
一
地
方
選
挙
で
あ
り
和
歌
山
県

議
会
議
員
９
期
に
挑
戦
し
無
事
当
選
さ
せ
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
今
年
第
45

回
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
長
崎
県
佐
世
保

市
に
お
き
ま
し
て
も
理
事
松
尾
裕
幸
先
生
も
市

会
議
員
８
期
目
に
当
選
さ
れ
、
共
々
政
治
家
と

し
ま
し
て
も
両
輪
で
剛
柔
会
の
活
動
に
全
力
で

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
時
代
も
改
元
に
と
も
な
い
令
和
に
変

わ
り
、
我
々
剛
柔
会
も
時
代
に
沿
っ
て
伝
統
と

守
る
べ
き
も
の
は
守
り
な
が
ら
新
し
い
も
の
に

即
応
し
な
が
ら
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
会
が
発

展
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。
本
日
の

総
会
が
皆
様
方
の
貴
重
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
と
挨
拶
さ
れ
た
。

員　数： 36 名
出　席： 27 名
委　任： ８名
欠　席： １名

員　数：160 名
出　席： 51 名
委　任： 76 名
欠　席： 33 名

＜人数報告＞

　

会
長
先
生
よ
り
お
伝
え
頂
き
ま

し
た
武
道
功
労
章
の
受
賞
に
際

し
、
皆
様
よ
り
多
く
の
サ
ポ
ー
ト

を
い
た
だ
き
な
が
ら
共
に
剛
柔
流

空
手
道
を
続
け
て
き
た
賜
も
の
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
剛

柔
会
の
理
念
で
あ
り
ま
す
「
流
祖
」
宮
城
長
順
先
生
の
教
え
を
皆
様

方
と
共
に
忠
実
に
後
世
に
正
し
く
伝
え
る
こ
と
を
使
命
と
思
い
、
宮

城
長
順
先
生
の
遺
訓
で
あ
る
「
人
に
打
た
れ
ず
人
を
打
た
ず
」「
事
無

き
こ
と
と
す
」
の
と
お
り
身
を
守
る
た
め
の
武
術
で
あ
る
空
手
道
を

追
求
し
な
が
ら
心
穏
か
な
人
間
形
成
確
立
の
た
め
引
き
続
き
努
力
し
、

剛
柔
流
空
手
道
を
共
に
学
ぶ
同
志
で
あ
る
皆
様
と
研
鑽
を
重
ね
源
流

の
地
、
沖
縄
交
流
会
等
で
剛
柔
会
の
発
展
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

で
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

東
北
地
区
副
本
部
長
、
小
齋
則

夫(

宮
城)

先
生
よ
り
、
平
成
30
年

７
月
28
日(

土)

～
29
日(

日)

に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
大

会
に
全
国
各
地
よ
り
選
手
延
べ

一
、
一
〇
一
名
参
加
で
盛
会
裡
に

て
終
了
で
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
遠
方
に
も
拘
わ
ら
ず
大
勢
の
審
判
員

の
先
生
方
の
ご
協
力
を
受
け
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
出
来
た
お
礼
も
申
し
延

べ
ら
れ
た
。
し
か
し
参
加
人
数
が
少
し
前
回
よ
り
減
少
で
あ
っ
た
と
報

告
さ
れ
た
が
７
月
26
日
・
27
日
と
開
催
さ
れ
た
海
外
セ
ミ
ナ
ー
は
過
去

最
高
人
数
120
名
と
盛
大
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
と
報
告
さ
れ
た
。

　

塩
路
直
也
関
西
地
区
本
部
長
よ

り
2020
年
七
月
末
で
計
画
し
て
お
り

ま
す
が
、
何
分
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
年

の
影
響
で
会
場
確
保
に
困
窮
を
極

め
て
お
り
ま
す
と
現
状
報
告
が
あ

り
、
最
悪
の
場
合
を
想
定
し
て
の

(

案)

で
す
が
開
催
会
場
に
よ
り
種

目
を
小
・
中
学
生
に
て
の
開
催
も

検
討
中
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

会
場
確
保
の
日
程
が
2020
年
一
月
頃
を
予
定
し
て
お
り
決
定

次
第
ご
連
絡
致
し
ま
す
の
で
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
と
方
針
を
示
さ
れ
た
。

　
理
事
長
並
木
知
徳
先
生
挨
拶

　
総
会
開
催
に
際
し
、

　
　
議
長
に
並
木
理
事
長
を
選
任
し
始
ま
っ
た

第
46
回
全
国
大
会
「
関
西
地
区
」
で
予
定

 

第
44
回
全
国
大
会
（
秋
田
）
報
告

役員改選 新役員紹介

常 任 理 事 会理事・役員総会

　

津
本
延
孝
事
務
局
長
よ
り
員
数
確
認
が
行
な
わ
れ
、
両

会
議
と
も
成
立
さ
れ
て
要
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
議
題
通
り

進
行
、
平
成
30
年
度
会
計
報
告
が
資
料
に
基
づ
き
報
告
さ

れ
、
出
席
者
全
員
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
計
監
事
三
次
信
治
先
生
よ
り
相
違
無
い
と
の
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

並
木
先
生
よ
り
年
会
費
や
新
規
会
員
登
録
は
、
会
の
財

源
に
繋
り
ま
す
。
増
員
に
協
力
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
呼
び
掛
け
ら
れ
た
。

副会長 
伊藤洋造先生(東京)

九州・沖縄地区本部長
利光長壽先生(大分)

副理事長 
丹下勝則先生(愛媛)

関西地区本部長
塩路直也先生(和歌山)

指名常任理事
北林秀章先生(香川)

事務局次長
山本 敬先生(和歌山)

並木知徳理事長
小齋則夫東北地区副本部長(右)

関西・中部・中国地区の先生方

津本延孝事務局長

相
談
役 

中
西
昭
雄
先
生

三次信治監事

宇治田栄蔵会長

常任理事会



令和元年７月10日(水) ⑵第103号

■
第
45
回
全
国
大
会
（
長
崎
県
佐
世
保
）
■

■
海
外
セ
ミ
ナ
ー
（
海
外
会
員
対
象
）
■

　

令
和
元
年
７
月
27
日(

土)

～
28

日(

日)

両
日
に
亘
り
長
崎
県
佐
世

保
市
に
て
開
催
さ
れ
る
と
、
九

州
地
区
本
部
長
利
光
長
壽
先
生

よ
り
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
長

崎
支
部
長
佐
々
野
喜
代
幸
先
生

と
松
本
博
樹
事
務
局
長
よ
り
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明
が
行
な

わ
れ
た
。

注
意
事
項

○
計
量(

選
手
控
室
一
階)

　

・
７
月
26
日(

金)

15
時
～

　

・
７
月
27
日(

土)

８
時
30
分
～

○
11
コ
ー
ト
で
競
技
。

　

選
手
監
督
以
外
は
ア
リ
ー
ナ
へ
の
入
場
は
禁
止

○
開
会
式
は
選
手
、
入
場
行
進
の
為

　

小
体
育
館
に
30
分
前
集
合
。

（
九
州
・
沖
縄
・
四
国
）
地
区
合
同
で
…

【
主　

管
】
九
州
地
区
長
崎
支
部

長
崎
県
佐
世
保
市
熊
野
町
九
〇

長
崎
県
佐
世
保
市
光
月
町
六-

十
七

☎
０
９
５
６-

２
２-

１
５
２
２

☎
０
９
５
６-

２
２-

２
１
９
４

予
選(

ベ
ス
ト
８
残
し)

決
勝(

ベ
ス
ト
８
か
ら
決
勝)

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
日 

時
】
令
和
元
年
７
月
26
日(

金)

10
時
～
17
時

【
日 

時
】
令
和
元
年
７
月
26
日(

金)

13
時
～
17
時

【
日 

時
】
令
和
２
年
６
月
27
日(

土)

・
28
日(

日)

【
日 

時
】

【
日 
時
】
令
和
元
年
７
月
27
日(

土)

【
日 

時
】
令
和
元
年
７
月
26
日(

金)

17
時
～
19
時

【
日 

時
】
令
和
元
年
７
月
27
日(

土)

19
時
～

○
本
部
審
査
会(

六
段
位
～
八
段
位)

○
海
外
代
表
者
会
議

○
海
外
審
査
会(

初
段
～
五
段
段
位)

 

令
和
２
年
全
国
形
講
習
会
（
セ
ミ
ナ
ー
）

○
審
判
会
議

○
監
督
会
議

○
常
任
理
事
会

○
前
夜
祭

【
会　

場
】
長
崎
県
立
武
道
館　

３
Ｆ(

剣
道
場)

【
会　

場
】
佐
世
保
市
体
育
文
化
館

【
開
会
式
】
令
和
元
年
７
月
27
日(

土)

10
時
～
11
時

・
令
和
元
年
７
月
25
日(

木)

　
　

10
時
～
17
時(

12
時
～
14
時
昼
休)

【
会 

場
】
佐
世
保
市
体
育
文
化
館(

小
体
育
室)

【
会 

場
】
長
崎
県
立
武
道
館　

(

剣
道
場
３
Ｆ)

【
会 

場
】
京
都
テ
ル
サ(

京
都
市)

 

・
令
和
元
年
７
月
28
日(

日)

８
時
30
分
～
８
時
50
分

 

・
令
和
元
年
７
月
27
日(

土)

９
時
～
９
時
30
分

９
時
30
分
～
９
時
50
分

【
会 

場
】
佐
世
保
市
中
部
地
区
公
民
館(

講
座
室)

【
会 

場
】
佐
世
保
市
中
部
地
区
公
民
館(

講
座
室)

【
会 

場
】
ホ
テ
ル
リ
ソ
ル
佐
世
保(

マ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
５
Ｆ)

【
会 

場
】
九
十
九
島
ベ
イ
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
ス

長
崎
県
佐
世
保
市
白
南
風
町
八-

十
七

　
　

☎
０
９
５
６-

２
４-
９
２
６
９

長
崎
県
佐
世
保
市
鹿
子
前
町
七
四
〇

☎
０
９
５
６-

２
８-

２
１
１
１

※
当
日
若
干
名
受
付
可　

会
費
７
、
０
０
０
円

段
位
審
査
会

・
令
和
元
年
７
月
26
日(

金)

　
　

10
時
～
12
時

【
開
会
式
】
14
時
30
分
～

【
競　

技
】
27
日
11
時
30
分
～
18
時
予
定

【
競　

技
】
28
日
９
時
～
14
時
30
分

〒
857-
0862

〒
858-
8589

〒
857-
0025

〒
857-
0805

○
北
海
道　

６
月
23
日
～
24
日

　

富
良
野
末
広
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

受
講
８
名

○
東
北　

10
月
13
日
～
14
日

　

秋
田
県
大
仙
市
北
樽
岡
公
民
館　

受
講
18
名

○
関
東　

31
年
２
月
11
日

　

日
本
空
手
道
会
館　

受
講
21
名

○
中
部　

６
月
10
日

　

愛
西
市
立
八
開
中
学
校
体
育
館　

受
講
11
名

○
関
西　

９
月
23
日

　

豊
中
市
立
武
道
館
「
ひ
び
き
」　

受
講
46
名

○
中
・
四
国　

10
月
27
日
～
28
日

　

高
松
市
総
合
体
育
館　

受
講
８
名

○
九
州
・
沖
縄　

31
年
３
月
２
日

　

九
産
大
学
空
手
道
場　

受
講
32
名

○
北
海
道　

６
月
15
日(

土)

13
時
～
６
月
16
日(

日)

９
時
～

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
東
北　

10
月
19
日(

土)

13
時
～
・
10
月
20
日(

日)

９
時
～

　

宮
城
県
大
河
原
町
東
部
屋
内
運
動
場

○
関
東　

令
和
２
年
２
月
11
日(

火)

10
時
～

　

日
本
空
手
道
会
館

○
中
部　

６
月
９
日(

日)

10
時
～

　

愛
西
市
立
八
開
中
学
校
体
育
館

○
関
西　

９
月
22
日(
日)
10
時
～

　

豊
中
市
立
武
道
館
「
ひ
び
き
」

○
中
・
四
国 

３
月
２
日(

土)

13
時
～
３
月
３
日(

日)

９
時
～

　

高
松
市
総
合
体
育
館

○
関
東　

令
和
元
年
２
月
11
日(

火)

　

日
本
空
手
道
会
館

○
関
西　

令
和
元
年
９
月
22
日(

日)

　

豊
中
市
立
武
道
館
「
ひ
び
き
」

〈
各
委
員
会
報
告
〉

■ 

指
導
委
員
会 

■

■ 

道
場
運
営
委
員
会 

■

■ 

情
宣
広
報
委
員
会 

■

指導委員会 委員長
村松真孝先生

道場運営委員会 委員長
秋田政夫先生

情宣・広報委員会 事務長
白井一三先生

指導委員会
柏原定郎先生(左)
武田　伸先生(右)

九州・沖縄・四国地区の先生方

九州地区本部長
利光長壽先生

佐々野喜代幸先生(右)
松本博樹先生(左)

　

村
松
真
孝
指
導
委
員
長

(

静
岡)

よ
り
昨
年
は
七
地
区

で
予
定
通
り
講
習
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
と
報
告
が
あ

り
、
柏
原
定
郎
事
務
長(

京

都)

、
武
田
伸
事
務
次
長(

愛

媛)

に
よ
り
事
業
報
告
が
あ

り
受
講
者
が
若
干
少
な
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の

参
加
を
希
望
さ
れ
た
。

　

秋
田
政
夫
委
員
長(

茨

城)

よ
り
教
本
並
び
に
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
販
売
促
進
の
為
加
盟

道
場
に
依
頼
文
配
布
を
実

施
し
、
又
全
国
加
盟
道
場

を
精
査
し
、
名
簿
を
作
成

　

白
井
一
三
事
務
長(

奈

良)

よ
り
活
動
報
告
が
あ

り
、
年
二
回
の
発
刊
も
予

定
通
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
各
地
区
で
実
施
さ
れ

る
大
会
や
講
習
会
報
告
を

 

形
〈
全
国
ラ
ン
ク
新
規
受
講
〉

〈
令
和
元
年
よ
り
受
講
者
資
格
変
更
〉

〈
平
成
30
年
度
講
習
会
報
告
〉

〈
令
和
元
年
度
講
習
会
予
定
〉

・
教
本
残 

７
５
４
冊　

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
残 

３
セ
ッ
ト

し
て
各
道
場
に
配
布
、
横
の
連
絡
を
強
化
し
剛
柔
会

の
結
束
を
強
め
る
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
と
報

告
が
あ
っ
た
。

又
各
地
区
に
お
い
て
新
道
場
の
設
立
等
あ
っ
た
場
合

は
委
員
会
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

当
地
区
の
情
宣
委
員
に
報
告(

写
真
・
資
料)

を
提
出

し
て
下
さ
い
と
方
針
等
が
出
さ
れ
た
。

○
九
州
・
沖
縄
令
和
２
年
３
月
７
日(

土)

９
時
～

　

九
州
産
大
武
道
場

【
日
時
】
令
和
元
年
７
月
25
日(

木)

17
時
30
分
よ
り

【
会
場
】
長
崎
県
立
武
道
館
・
会
議
室

成
人
段
位
に
限
る

但
し
15
才
以
上(

除
中
学
生)

○
全
国
形
講
習
会(

→
弐
段
保
持
者
に

○
指
導
者
講
習
会(

→
初
段
保
持
者
に



令和元年７月10日(水)⑶第103号

■ 

審
判
委
員
会 

■

■ 

段
位
委
員
会 

■

■ 

海
外
委
員
会 

■

審判委員会 委員長
小齋則夫先生

段位委員会 事務長
山本　敬先生

海外委員会 事務長
塩路直也先生

海外委員会 委員長
藤原聖一先生

審判委員会 事務長
中谷辰幸先生

　

小
齋
則
夫
委
員
長(

宮

城)
よ
り
、
昨
年
全
国
大

会
時
の
反
省
点
に
つ
い

て
、
審
判
員
の
判
断
が
遅

く
感
じ
ら
れ
た
の
で
講
習

会
に
は
出
席
し
て
技
術
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
下
さ

い
と
指
針
を
示
さ
れ
た
。

事
業
報
告
に
つ
い
て
中
谷

辰
幸
事
務
長(

奈
良)

よ
り

説
明
が
あ
っ
た
。

　

山
本
敬
事
務
長(

和
歌

山)

よ
り
高
段
位
を
受
審

し
て
、
Ｊ
Ｋ
Ｆ
の
段
位
も

取
得
し
て
下
さ
い
と
一
言

告
げ
ら
れ
事
業
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

藤
原
聖
一
委
員
長(

秋
田)

よ
り
、
昨
年
全
国
大

会
開
催
時
に
実
施
さ
れ
た
海
外
セ
ミ
ナ
ー
は
過
去

最
高
人
数
の
参
加
で
盛
大
に
実
施
さ
れ
た
報
告
が

あ
り
海
外
代
表
者
会
議
で
セ
ミ
ナ
ー
講
習
会
費
の

増
額
が
決
ま
っ
た
が
本
年
も
昨
年
同
様
で
参
加
を

認
め
ら
れ
た
の
で
多
く
の
出
席
を
希
望
さ
れ
た
。

　

昨
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
区
本
部
長
だ
っ
た
、
リ
ピ

ン
ス
キ
ー
氏(

英
国)

の
死
去
に
伴
な
い
、
本
年
度

よ
り
ア
ベ
ル
氏(

ポ
ル
ト
ガ
ル)

に
決
ま
っ
た
。
又

各
国
の
活
動
状
況
は
ア
ジ
ア
31
ヶ
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
34
ヶ
国
、
南
北
ア
メ
リ
カ
29
ヶ
国
、
ア
フ
リ
カ

３
ヶ
国
と
97
支
部
が
活
動
し
て
お
り
、
会
員
登
録

は
156
名
で
す
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

各
国
よ
り
海
外
地
区
に
て
講
習
が
行
な
わ
れ
、

指
導
委
員
会
の
先
生
方
と
連
携
し
剛
柔
会
の
統
一

化
に
努
力
し
て
お
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

各
地
区
に
お
い
て
講
習
会
を
予
定
し
て
お
り

ル
ー
ル
改
正
等
留
意
し
て
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

又
剛
柔
会
ル
ー
ル
の
良
き
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ｋ
Ｆ
ル
ー

ル
の
良
き
と
こ
ろ
を
注
視
し
て
比
べ
て
下
さ
い
。

選
手
に
怪
我
が
無
い
様
に
ジ
ャ
ッ
ジ
を
的
確
に
反

応
し
て
下
さ
い
と
注
意
事
項
が
中
谷
先
生
よ
り
示

さ
れ
た
。

○
令
和
元
年
第
45
会
全
国
大
会
よ
り
安
全
具
の
一
部
追

加
使
用
可
。

○
組
手
種
目(

小
・
中
・
高)

学
生
男
女
共
シ
ン
ガ
ー
ド
・
イ
ン

ス
テ
ッ
プ
ガ
ー
ド
の
着
用(

白
色
の
み)

が
認
め
ら
れ
た
。

○
全
国
大
会
の
組
手
審
判
は
70
才
ま
で
、
形
・
監
査
は

原
則
75
才
ま
で
と
す
る
。

○
誇
張
は
警
告
や
反
則
注
意
。
負
傷
の
装
い
は
失
格
該

当(

副
審
招
集)

に
な
る

○
空
手
着
の
袖
裾
の
長
す
ぎ
は
認
め
な
い
。
腰
ひ
も
は

結
ぶ
。
胸
ひ
も
は
付
け
な
い
。

○
形
競
技
で
は
演
武
の
前
後
の
礼
を
忘
れ
る
と
反
則
負

け
と
す
る
。

○
組
手
競
技
の
礼
が
不
十
分
の
場
合
は
改
め
て
礼
を
す

る
こ
と
を
指
導
す
る
。

○
北
海
道　

６
月
23
日(

土)

・
24
日(

日)

　

富
良
野
末
広
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

受
講
５
名

○
東
北　

６
月
17
日(

日)

宮
城
・
大
河
原
町
総
合
体
育
館　

受
講
20
名

○
関
東　

６
月
17
日(

日)

日
本
空
手
道
会
館　

受
講
33
名

○
中
部　

６
月
９
日(

土)

愛
西
市
立
八
開
中
学
校
体
育
館　

受
講
15
名

○
関
西　

５
月
３
日(

祝)

東
大
阪
ア
リ
ー
ナ　

受
講
53
名

○
中
・
四
国　

５
月
３
日(

祝)

綾
川
町
総
合
運
動
公
園
体
育
館　

受
講
10
名

○
九
州
・
沖
縄　

３
月
４
日(

日)

福
岡
九
州
産
業
大
学　

受
講
54
名

○
組
手
Ａ
ラ
ン
ク

　

南
澤　

徹(

北
海
道)

、
崎
山
幸
一(

香
川)

　

中　

啓
紀(

和
歌
山)

○
組
手
新
規

　

村
上
俊
樹(

和
歌
山)

、
仲
尾
恵
美
子(
東
京)

　

新
井
誠
子(

東
京)

○
Ｊ
Ｋ
Ｆ
審
判
講
習
会
予
定

　

・
令
和
元
年
11
月
関
東
地
区
で
予
定

　

・
令
和
二
年
２
月
中
部
地
区
で
予
定

○
形
新
規

　

中
野
秀
人(

京
都)

、
木
村
正
夫(

和
歌
山)

○
北
海
道　

６
月
22
日(

土)

・
23
日(

日)

　

束
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
東
北　

６
月
９
日(

日)

　

秋
田
県
大
仙
市
北
樽
岡
公
民
館

○
関
東　

６
月
９
日(

日)

　

日
本
空
手
道
会
館

○
中
部　

６
月
８
日(

土)

　

愛
西
市
佐
織
体
育
館

○
関
西　

５
月
３
日(

祝)
　

東
大
阪
ア
リ
ー
ナ

○
中
・
四
国　

３
月
３
日(

祝)

　

高
松
市
総
合
体
育
館

○
九
州
・
沖
縄　

３
月
３
日(

日)

　

九
州
産
業
大
学

〈
注
意
事
項
〉

〈
２
０
１
８
年
度
講
習
会
報
告
〉

Ｊ
Ｋ
Ｆ
全
国
審
判
新
規
合
格
者

30
年
度
受
審
報
告

　

本
部
審
査
報
告(

六
段
～
八
段)

　

海
外
受
審
報
告(

初
～
五
段)

　

称
号
審
査

〈
令
和
元
年
度
講
習
予
定
〉

初
段
―
11
名
、
弐
段
―
５
名
、
参
段
―
４
名
、

四
段
―
２
名
、
五
段
―
２
名
、
全
員
合
格
で
し
た

(

海
外
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
？)

錬
士
―
18
件
、
教
士
―
１
件

初
段
―

189
件
、
弐
段
―

103
件
、
参
段
―
47
件
、

四
段
―
29
件
、
五
段
―
28
件
、
六
段
―
７
件
、

七
段
―
２
件

受
審
六
段　

21
名
→(

合
格
７
名)

受
審
七
段　

12
名
→(

合
格
２
名)

受
審
八
段　

９
名
→(

合
格
無
し)



令和元年７月10日(水) ⑷第103号

■ 

選
手
強
化
委
員
会 

■

■ 

企
画
委
員
会 

■

選手強化委員会 委員長
北林秀章先生

企画委員会 委員長
清原今朝勝先生

選手強化委員会 事務長
中泉剛士先生

企画委員会 事務長
渡邉幸一先生

在りし日の石川  豊先生

大
野
ひ
か
る
さ
ん
の
演
武

大
野
ひ
か
る
さ
ん
の
礼
状

　

北
林
秀
章
委
員
長(

香
川)

よ
り
、
昨
年
は

シ
ニ
ア
強
化
合
宿
は
天
候
異
変
等
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
取
れ
ず
中
止
と
な
っ
た
が
Jr
強

化
は
香
川
に
て
平
成
31
年
３
月
に
実
施
参
加

者
68
名
と
大
勢
で
２
日
間
に
亘
り
行
な
っ

た
。
今
年
も
各
地
で
良
い
成
果
が
出
て
来
て

い
ま
す
と
報
告
が
あ
っ
た
。

○
全
国
シ
ニ
ア
合
宿　

９
月

　

会
場
―
未
定

○
全
国
Jr
合
宿　

令
和
二
年
３
月
７
・
８
日

　

会
場
―
高
松
市

○
男
子
組
手
61
㎏
級　

八
島
愛
斗(

宮
城)

○
男
子
組
手
61
㎏
級　

山
本
翔
和(

福
岡)

○
男
子
組
手
68
㎏
級　

北
代
涼
馬(

福
岡)

○
男
子
組
手
76
㎏
級　

崎
山
慶
成(

香
川)

○
女
子
組
手
53
㎏
級　

小
堂
利
奈(

京
都)

○
女
子
組
手
59
㎏
級　

坂
地 

心(

和
歌
山)

○
男
子
形
団
体　

 
 

　

青
松
真
輝(

奈
良)

○
女
子　

形(

団
体)

　

駒
澤
雪
美(

大
阪
府)

○
女
子　

形(

団
体)

　

村
上
空
音(

和
歌
山)

　

清
原
今
朝
勝
委
員
長(

大
分)

よ
り
今
年

も
一
月
に
第
五
回
沖
縄
交
流
会
が
実
施
さ

れ
、
出
席
者
本
土
よ
り
26
名
、
沖
縄
48
名

と
盛
大
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。
又
事

務
長
渡
邉
幸
一
先
生(

岐
阜)
よ
り
旧
年

「
大
野
ひ
か
る
」
選
手
に
支
援
金
の
協
力

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地
の
先
生
方

71
名
に
よ
り
152
万
円
の
温
か
い
志
し
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
報
告
が

あ
っ
た
。
ご
本
人
よ
り
各
先
生
方
に
礼
状

と
大
会
時
の
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

令
和
二
年
一
月
に
第
六
回
沖
縄
交
流
会

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の
先
生

方
の
参
加
を
希
望
さ
れ
た
。

○
男
子
組
手
84
㎏
級
Ｕ
21　

上
山
大
就(

京
都)

○
男
子　

形　
　
　
　

 
 
 

田
中
透
也(

京
都)

○
男
子
組
手
67
㎏
級　

中
野
壮
一
朗(

京
都)

○
男
子
組
手
75
㎏
級　

崎
山
優
成(

香
川)

○
女
子
組
手
55
㎏
級　

石
合
郁
香(

神
奈
川)

○
男
子　

形　

西
山　

走(

岡
山)

○
女
子　

形　

大
野
ひ
か
る(

大
分)

２
０
１
９
年
〈
剛
柔
会
〉

全
日
本
強
化
選
手
名
・
カ
デ
ッ
ト

〈
剛
柔
会
〉
全
日
本
強
化
選
手
名

ジ
ュ
ニ
ア
16
才
～
17
才

〈
剛
柔
会
〉

〈
剛
柔
会
〉
全
日
本
強
化
選
手
名

シ
ニ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

○
男
子
組
手
57
㎏
級 

上
田
樹
生
也(

福
岡)

○
男
子
組
手
70
㎏
級 

中
野
紘
志
朗(

京
都)

○
女
子
組
手
47
㎏
級 

崎
山　
　

凜(

香
川)

〈
令
和
元
年
強
化
合
宿
予
定
〉

(

目
的)

　

剛
柔
流
技
法
を
活
せ
る
選
手
の
育
成
強
化
。

(

目
標)

　

Ｊ
Ｋ
Ｆ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
選
手
へ
の
増
員

「
強
い
剛
柔
会
」
に

故 石川 豊先生のご家族様より、全空連へ御芳志を寄贈
空手道に役立てて下さい…とご家族様より

　全日本空手道連盟剛柔会副会長の石川 豊先生（香川県）は、昨年3月に突然不慮の事故でご逝去されま
した。享年84歳でした。
　石川先生の一周忌を前に、ご家族様より剛柔会本部に、「(石川先生が)空手道を愛した思い出として空
手道に役立ててください」と御芳志の一部をご寄贈いただきました。
　剛柔会では、石川先生のご遺志とご家族様の心温まる心情をお伝えするため、当会より(公・財)全日
本空手道連盟に、寄贈申し上げました。
　ご家族様に対し鄭重なる御厚志を賜わり、有難く厚くお礼申し上げます。今後とも青少年育成と空手界
発展に努めてまいりたいと思います。
　茲に改めて、謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。　　　　　　　　　　　　　合掌



令和元年７月10日(水)⑸第103号

【 形競技選手 】 【 組手競技選手 】

・日時：2019年３月９日(土)12時30分～ ・会場：高松中央高校武道場(香川)
・日時：2019年３月10日(日)　　 ９時～ ・会場：高松市総合体育館、第２競技場(香川)

副委員長：堀内秀郎先生(大阪)
　　　　　北林秀章先生(香川)
　　　　　竹川　穣先生(東京)
事  務  長：中泉剛士先生(茨城)

委　　員：加藤映彦先生(京都)・長嶋ユミ先生(和歌山)
　　　　　増尾智子先生(大阪)
香川支部：福家孝一先生(香川)
特別講師：大野ひかる選手(大分)

〈講　師〉全日本空手道連盟　剛柔会選手強化委員会

　昨年の全国大会において各種目で優勝された選手、又各地区にて推薦された選手参加
にて開かれた。堀内副委員長の挨拶で「本日参加の諸君は剛柔会のエリートであり、憧
れでもあります。常に追われる立場です。稽古には真剣に取り組んで自分みがきに２日
間努力して下さい。何かを感じて下さい。分からなければ直に質問し理解して下さい」
と述べられた。事務長中泉先生より本日は形の特別講師に大野ひかる選手 ( 大分 ) のご
協力を得ております。しっかりと世界に通じる物を会得して下さいと説明があり、各班
別に名前を呼ばれてスタートした。準備運動に続きサーキットトレーニングで「スピー
ドアップし声を出して」と号令がかかった。30 分で体を温めて各パートに別れて特訓が
続いた。形では大野ひかる選手により久留頓破の分解や強弱の移動等の細かい注意点が
示され、形グループは食い入る様に注視していた。組手ではミット打ちから始め突込み
の特訓で汗を流した。初日の最後に大野ひかる選手より形の披露があり演武の迫力に釘
付けであった。18 時 30 分より宿舎で夕食があり、19 時 30 分よりミーティング会が行
なわれ、今日の稽古で実感した事を班ごとにまとめ発表し今後の稽古に励を付けた。二
日目は６時 30 分より朝練をして９時より体育館で稽古。組手は試合形式で技を取って行
ない、形は最後の仕上をして組手選手の前で演武を披露した。13 時に全日程を終了、充
実した２日間であった。今年４月より Jr を卒業する先輩を拍手で送って帰路についた。

2019年度剛柔会Ｊr強化合宿開催

2018年～2019年度剛柔会Ｊr強化選手

川本 実頼
（千葉）

奥村 和叶
（京都）

奥村 宗司
（京都）

林 新葉
（京都）

林 晃太朗
（京都）

長井 愛
（京都）

若林 寛斗
（京都）

嶋田 晴
（京都）

若林 俐青
（京都）

橋本 理央
（栃木）

麦谷 亮英
（京都）

松矢 桜子
（愛媛）

田井 滉泰
（京都）

関本 結
（京都）

藤原 愛琉
（大分）

佐藤 ほの
（千葉）

十河 楓
（香川）

茂木 愛佳
（千葉）

片川 優実
（京都）

松本 和佳
（福岡）

近藤 大成
（福岡）

小林 浬
（京都）

戸高 真吾
（福岡）

和泉 孔大
（福岡）

田中 陽大
（福岡）

舘野 諒音
（宮城）

北得 暉
（京都）

豊田 凪音
（京都）

松本 龍輝
（福岡）

牧山 修士
（福岡）

古川 陽大
（福岡）

栗原 慧太
（福岡）

山崎 光翔
（京都）

山川 竜空
（京都）

石堂 樹生也
（福岡）

角川 滉寿
（福岡）

篠田 素良
（京都）

岩本 遼
（福岡）

窪内 志道
（京都）

松下 真心
（和歌山）

上坂 楓
（京都）

中野 紘志朗
（京都）

福崎 未徠
（福岡）

迎 侑夏
（福岡）

竹本 咲羅
（福岡）

依田 はるか
（神奈川）

山口 夢琉
（京都）

松本 百花
（福岡）

崎山 紬
（香川）

長嶋 真央
（和歌山）

宮崎 夏芽
（秋田）

林 愛里菜
（富山）

崎山 凛
（香川）

篠田 陽里
（京都）

吉岡 望
（京都）

北得 縁
（京都）

・中学生 23 名
・小学生 33 名
・四国より 12 名

参加人数
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全日本空手道連盟 剛柔会

並木 知徳 理事長

　本年１月 14 日 ( 祝 ) 日本武道館に於いて、平成 30 年度武道協議会
より「武道功労章」の表彰式が開かれ空手道界より受賞された。この
賞は九武道団体より毎年一名表彰される賞である。並木先生は剛柔流
空手道を愛し続けられ、又 ( 公・財 ) 全日本空手道連盟審判員としての
レベルアップ等審判技術の向上に「審判道」として普及発展に貢献さ
れた賜である。
　並木先生は大学時代に剛柔流空手道の教えを学び始め、剛柔流の原
点・基本・鍛錬・呼吸法からの稽古に励む日々が続けていた折に、多
くの空手愛好家の先生方と知り合い空手道に進んだその時代が今では

「財産」だと言われ、多くの人々に感謝の思いを述べられた。　剛柔流
空手道「流祖」宮城長順先生の源点である沖縄に出向き修業しておら
れ剛柔会の理事長として会の要となり、けん引されておられ、ＷＫＦ・
ＪＫＦの審判ルールを正しく理解して、安全に競技が行なえる様努力
されて、空手競技の審判ルールを国際的統一化に貢献されました。こ
こに受章を記念して３月 21 日 ( 祝 ) に、浅草ビューホテル ( 東京都 )
において、祝賀会が催され、関係者が出席され全国各地より 400 名余
りがお目見えになる人脈の厚さを感じた。開宴は栗原茂夫副会長の挨
拶から始まり、( 公・財 ) 全日本空手道連盟、笹川堯会長と続き有竹隆
佐専務理事の乾杯ご発声より宴が始まった。剛柔会より全国各地の役
員も駆け付け祝福の挨拶がかわされた一場面もあった。３時間余りの
時は「アッ」と過ぎ、( 一・社 ) 東京都空手道連盟　専務理事　坂梨孝
美先生の一本〆めでお開きとなった。今後も空手道界の発展にご尽力
を宜しくお願い申し上げます。おめでとうございました。

　本年１月に第５回沖縄交流会が開催された。本土では気温２℃と寒い中、現地沖縄は20℃と気
温の落差に日本列島の広さを実感した中、19日の午後から沖縄空手会館において、沖縄の先生方
と本土の諸先生方による技術交流が始まった。
　交流会は、企画委員長・清原今朝勝先生の挨拶でスタートし、「剛柔流流祖である宮城長順先生
生誕の地において、沖縄の先生方と肌で触れ合い、稽古を共有し学び育んでいくことを主として取
り組んで行く方針です。剛柔流空手道の原点を大切に後世に残すために一丸となっています」と述
べた。
　基本運動、鍛錬と続き、撃砕第１・第２、三戦・転掌と稽古すれば汗が出るほどの暖かさを身を
もって味わった中、参加者は沖縄剛柔流空手道協会の先生方により鍛錬器具の使用法を伝授して
頂き一汗を流し、身体の鍛えの重要性を実感していた。
　初日は沖縄の高校生も参加して、17時まで大勢の参加者で稽古に励んだ後、18時より研修館道
場にて懇親会が行なわれ、空手談義で夜遅くまで盛り上がった。　
　２日目は研修館道場にて各自の稽古に取り組んで昼に散会した。
（参加者：本土より26名、沖縄より48名）　第６回沖縄交流会は2020年１月に開催予定。

日　時：2019 年１月 19 日（土）～ 20 日（日）

場　所：沖縄空手会館（豊見城市）・沖縄剛柔流空手道協会研修館道場（那覇市）

沖縄空手会館での集合写真沖縄空手会館「守禮之館」前での集合写真

開始式での清原先生の挨拶（中央）

沖縄剛柔流空手道協会

喜久川政成先生の指導（中央）

並木知徳先生と律子奥様 功労章と表彰状

都空連専務理事、坂梨孝美先生の

一本〆め

並木先生弟様 (左 )、妹様 (右 )

剛柔会の先生方

会場風景

左から糸川先生、並木ご夫妻、笹川先生、

栗原先生、有竹先生

栗原茂夫副会長の挨拶 (右 )

笹川堯会長より祝辞 (左 )

並木知徳先生の謝辞 (中央 )

山蔭恵美子先生(左)、竹川達男先生(右)

により花束贈呈

有竹隆佐専務理事の「乾杯」

鍛錬器具の使用法

基本形転掌の特訓

研修館道場で稽古

村松先生の指導（中央）

研修館道場での懇親会

鍛錬器具（沖縄空手会館）

「武道功労章」受賞
平成 30 年度 日本武道協議会より

祝
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　令和に改元された５月に第39回四国大会が開かれ、四国・中国地区より香川県に集
結した。大会実行委員長小西裕樹先生の開会宣言が行なわれ、四国地区本部長井上辰夫
先生の挨拶に続き、大会審判長武田伸先生により試合上の注意があり、選手宣誓は十河
楓選手(日新館)により強い心意気が宣言された。形10種目126名、組手15種目126名
により熱戦が繰り広げられた。

日時：令和元年５月３日 (祝・金 )　９時～ 16 時
会場：高松市総合体育館　第２競技場

　1968 年 12 月、大阪ＹＭＣＡとシンガポールのチャイニーズＹＭＣＡの交歓事業としてシンガポールに空手道クラブが創設された。
その後、指導者として６年間従事。
　その空手道クラブは、2000 年に大阪 YMCA から離れることとなり、新たに JKF 剛柔会實英会シンガポール支部、「JITSUEIKAI
（實英会）SINGAPORE」として、その伝統を受け継ぐ事になった。
　創設から 50 年の節目を迎えた昨年 12 月、50 周年を祝う祝賀会が開催された。祝賀会に、實英会会長の田中實先生、後任として２
年間、クラブのチーフインストラクターを務めた堀内秀郎先生とともに、招待された。
　12 月 21 日から 27 日の７日間の旅程だった。祝賀会行事の１日目、22 日は、形セミナーと剛柔会の昇段審査が行われた。シンガ
ポールの他、ニュージーランド、タイ、香港、インド、インドネシアからも参加者があり、総勢 50 名弱の規模となった。
　形セミナーは、指導委員会の佐藤重徳先生にお越しいただき、公式な海外セミナーとして指導が行われた。久しぶりの公式セミナーと
なった会場は熱気に溢れ、会員は非常に喜んでいた。
　23 日は小規模ながら、形と組手の大会が行われ、日本から高槻教室の光田彩乃・拓人姉弟が参加。それぞれ出場したカテゴリーで優
勝し、日本の面目を保ってくれた。
　祝賀会は、２日間の休息日を入れて 12 月 26 日に開催された。カナダからの参加者も加わり、200 名弱が参集した。パーティでは 
50 年間、会の発展に寄与された 40 名の会員に感謝状、さらに 10 名に対しては感謝状の盾が贈呈された。
　空手道を学んだ青少年たちが、今では立派な社会人となり成功を収め、久しぶりの再会を喜ぶ姿に接し、感動を覚えた。

（寄稿／全日本空手道連盟 剛柔会 實英会 大阪支部 前川英博）

　平成も最後の年４月28日に春にもかかわらず寒い日に古都、京都にて第38回大会が開かれた。今
年長崎県にて開かれる剛柔会全国大会出場選手選考(一部種目)も兼ねており、選手にとっては負けら
れない大会である。大会会長の京都支部長稲荷晴之先生より開会の挨拶で「京都支部は全国から注目
される選手が多くレベルの高い選手が在籍しております。選手諸君は日頃の稽古を遺憾無く発揮し
て、全国行きの席を手に入れて下さい」と熱意を述べられた。続いて大会宣言が大橋春男大会委員長
より宣言され、選手宣誓は克巳館(青木勤館長)中村風太・中村夢乃両選手より力強い言葉で宣誓さ
れ、続いて試合上の注意を審判委員長樫葉芳之先生より怪我の無いようにルールに従って安全に競技
し、礼節を守って下さいと注意勘気され競技がスタートした。 参加人数(形：390名 組手：484名)

　恒例の大阪支部大会が平成最後の日に一部全国大会選考会を兼ねた大会が実施された。
　大会実行委員長増尾智子先生より開会宣言が行なわれ続いて開会式の挨拶で増田敏雄支部長より今年７月末に長崎県佐世保において第45回全
国大会の選考兼ねる種目があり、全国大会出場の権利を確保できるよう、悔いのない様競技して下さいと力強い挨拶が行なわれた。昨年の優勝
杯返還と功労者表彰があり、試合上の注意は今村湘勲審判長より注意事項が説明された。選手宣誓は久保竜哉選手(誠泉館)により力強い宣誓に
続いて、出場選手により強化部の先生方により突・撃砕第一の形が披露された。
　支部加盟13道場より、形17種目、組手34種目述べ51種目の頂点を目指し白熱戦が繰り広げられた。
（形：192名、組手：161名）の参加者でした。

日時：平成 31 年４月 28 日 ( 日 )　９時 30 分～ 16 時 30 分
会場：京都府立山城総合運動公園「太陽ヶ丘体育館」

日時：2019年４月29日(祝・月)９時30分～15時30分
会場：東大阪総合体育館(東大阪アリーナ)

2019 年 第３８回京都 剛柔会 空手道選手権大会 開催

2019 年 第３８回大阪支部 空手道選手権大会 開催

JKF 剛柔会
實英会シンガポール支部が創立 50 周年祝賀会を開催

2019 年 第３９回 木村庫之介杯
剛柔会四国地区大会 開催

― シンガポールの空手道を支えた實英会 ―


